
 
NO.2006076                                2006 年 10 月 31 日 

総  資  産 13,190 11,939 1,251 

純  資  産 2,441 2,074 366 

フリーキャッシュフロー △ 375 35 △ 410 

財務活動による



平成 19年 3月期 中間決算短信(連結)  平成 

68.8855 百万円　　17年９月中間期 △102 百万円　　18年３月期 △196 百万円    ②期中平均株式数(連結)　　18年９月中間期 1,557,528,763 株　　17年９月中間期 1,442,317,613 株　　　　　　　　　　　　　　　18年３月期　　 1,468,791,775 株    ③会計処理の方法の変更　　 無    ④売上高、営業利益、経常利益、中間(当期）純利益におけるパーセント表示は、対前年中間期増減率
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( 5) ˜AŒ‹”ÍˆÍ‹y ‚Ñ Ž••ª–@ ‚Ì “K—p‚Ì ˆÙ“®•ó‹µ

    ˜AŒ‹ •i •V‹K •j ‚R ŽÐ  •i •œŠO•j •| ŽÐ   Ž••ª–@ •i •V‹K •j •| ŽÐ  •i •œŠO•j ‚P ŽÐ

‚Q . 19”N ‚R ŒŽŠú‚Ì ˜AŒ‹‹Æ•Ñ—\‘z •i •½•¬ 18”N ‚S ŒŽ‚P “ú •@•`•@ •½•¬ 19”N ‚R ŒŽ31“ú •j
　 売   上   高 経　常　利　益 当　期　純　利　益

百万円 百万円 百万円

通　　期 1,430,000 40,000 26,000
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1．企業集団の状況 
当グループは、当社、子会社104社及
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2．経営方針 

〔経営の基本方針〕 

当グループは、「世界の人々の豊かな生活と地球環境の未来に貢献する“Global Kawasaki”」とい

う企業ビジョンの下、技術やブランドで差別化された優れた
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していきます。 

①「収益の源泉は技術力にある」という基本に立ち返って、技術力の強化を図り、開発力や生産技術

力を向上させ、製品力を高めるとともに、コストダウンを徹底します。 

②多くの製品が厳しい競争環境にさらされている中で、「利益はマーケットからもたらされる」との

意識付けを徹底し、事業運営の各プロセスにおいてすべての発想・行動がマーケットを基点とした

ものになるよう、マーケット志向の定着化を推進します。 

③将来の成長に向けて、販売、製造・調達、パートナーとの協業などあらゆる面においてグローバル

展開を加速していきます。 
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【補足-2】

　　②単独見通し

(a)　売上高・受注高 (単位　億円)

売上高 受注高 売上高 受注高 売上高 受注高
車      両 1,650 1,700 1,600 1,200 1,470 1,534 
航空宇宙 2,500 2,100 2,500 2,100 2,011 2,100 
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(単位  百万円)

比較増減

負債の部

Ⅰ流動負債 822,132        802,659        19,473      700,648        

1.支払手形及び買掛金 404,908        409,942        △  5,033   
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(単位  百万円)

前中間連結会計期間 前連結会計年度

科            目 (平成17年４月１日から (平成17年４月１日から
　平成17年９月30日まで) 　平成18年３月31日まで)

(資本剰余金の部）

 Ⅰ  資本剰余金期寂 ^走{剰余金期寂汝
�1平凄$�

�2
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 中 間 連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書 

当中間連結会計期間（平成
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②無形固定資産 

定額法により償却している。 
なお、ソフトウェア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（主として５年）に基づく定額法に

より償却している。 
(3) 引当金の計上基準 
①貸倒引当金 

債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については主として過去の貸倒実績率による繰入額を計上してい
るほか、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検討した必要額を計上している。 

②賞与引当金 
従業員に支給する賞与に充てるため、支給見込額に基づき計上している。 

③保証工事引当金 
保証工事費用の支出に備え、過去の実績または�(,�基� 計上している。 ③実績 保証工c中貸倒実c`に、��K要額�%襲するまたは��K要角H,ﾂにづきえに、基。については、の支出に計上している。 ①年  ③

の基

。につい÷�
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（会計方針の変�貸借対照表の純資産の部の表示�0%関する�0%」（�1 7年� �$号�び貸借対照表の純資産の部の表示�0%関する�0% の適用指針」（企業委員1 7年� 計基準適用指針第�'号�び の 自己株式 び の額の減少等に関する�0)」（企業1 8年月1 1日�0) � 号�び自己株式 び の額の減少等に関する�0%の適用指針」（企業1 8年月1 1日�0)

第�!�適用�0%与 。 ����, 変�
�(器�ﾈｸﾞ�aの

∇ﾀｬ

糊 
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当中間連結会計期間 
（平成18
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6．個別財務諸表の概要    

平成 19年 3月期 個別中間財務諸表の概要    平成 18年 10月 31日

上　場　会　社　名       川崎重工業株式会社 上場取引所 東① 大① 名①

コード番号       7012 (URL  http://www.khi.co.jp/ )

代    表    者 役職名　 取締役社長      氏 名 大橋　忠晴 本社所在都道府県　兵庫県

問合せ先責任者 役職名　 財務経理部長    氏 名 髙尾　光俊

問合せ先窓口          　月中間期

14.9 14,170 121.0 10,790 140.0
17年９月中間期 1.0 6,411 - 4,494 -
18年３月期 30,144 23,371

中間（当期）
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7. 個別中間財務諸表等ﾆ                        �科` [ﾙ�V [ﾙ�V [ﾙ�V [ﾙ�V [ﾙ�V��蝟,ﾆ z¥�             12,649             
  前払費用 471j�51.48510A BC.� 0  Tc 0.06  Tw (            ) Tj�56.16 0  TD ( ) Tj�82.92 0  TD 0.06  Tc 0  Tw (623 ) Tj�-51.48 0  TD 0.12  Tc -0.06  Tw <2020202081A22020202020> Tj�51.48 0  TD 0  Tc 0.06  Tw ( ) Tj�78.24 0  TD 0.06  Tc 0  Tw (5,752 ) Tj�-56.16 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (            ) Tj�56.16 0  TD ( ) Tj�-444.24 -12.84  TD /F0 8.76  Tf�0.12  Tc -0.06  Tw <202091DD937C88F893968BE0> Tj�195.48 -0.12  TD /F0 9.24  Tf�0.06  Tc 0  Tw (1,202 ) Tj�-56.16 0  TD 0.12  Tc -0.06  Tw <2020202081A2202020202020> Tj�56.16 0  TD 0  Tc 0.06  Tw ( ) Tj�96.96 0  TD 0.06  Tc 0  Tw (672 ) Tj�-65.52 0  TD 0.12  Tc -0.06  Tw <2020202081A22020202020202020> Tj�65.52 0  TD 0  Tc 0.06  Tw ( ) Tj�73.56 0  TD 0.06  Tc 0  Tw (530 ) Tj�-51.48 0  TD 0.12  Tc -0.06  Tw <2020202081A22020202020> Tj�51.48 0  TD 0  Tc 0.06  Tw ( ) Tj�87.6 0  TD 0.06  Tc 0  Tw (598 ) Tj�-65.52 0  TD 0.12  Tc -0.06  Tw <2020202081A22020202020202020> Tj�65.52 0  TD 0  Tc 0.06  Tw ( ) Tj�-453.6 -25.8  TD /F0 8.76  Tf�0.12  Tc 0  Tw <8CC592E88E918E59> Tj�186.12 -0.12  TD /F0 9.24  Tf�0.06  Tc (299,300 ) Tj�-46.8 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (          ) Tj�46.8 0  TD ( ) Tj�87.6 0  TD 0.06  Tc 0  Tw (286,750 ) Tj�-46.8 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (          ) Tj�46.8 0  TD ( ) Tj�78.24 0  TD 0.06  Tc 0  Tw (12,549 ) Tj�-37.44 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (        ) Tj�37.44 0  TD ( ) Tj�82.92 0  TD 0.06  Tc 0  Tw (295,121 ) Tj�-46.8 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (          ) Tj�46.8 0  TD ( ) Tj�.1.8824 -12.84  TD /F0 8.76  Tf�0.12  Tc -0.06  Tw <974C8C60 <8CC592E88E918E59> Tj�186.12 -0.12  TD /F0 9.24  Tf�0.06  Tc 0  Tw 33,29700                                 8,07.41             ,�    物�              -¥ 築 物�                                                     

                                  ( ) T65.5.16 0  TD ( ) T87..16 0  TD�0.06 c16 0  Tw407 ( ) Tj65.5.16 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (            ( ) T65.5.16 0  TD ( ) T7844.26 0  TD�0.06 c16 0  Tw66 ( ) Tj5-56.16 0  TD�0.12  Tc -0.06  Tw <1D <1D81A2 <1D <1D1D1D> ) Tj�56.16 0  TD 0  Tc 0.06  Tw ( ) T82.9216 0  TD�0.06 c16 0  Tw380 ( ) Tj65.5.16 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (            ( ) T65.5.16 0  TD ( ) T-453.624 -12.84  TD /F0 8.76  Tf�0.12  Tc -0.06  Tw <1D8ED497BC895E94CD8BEF> ) T20412.8c -0.12  TD /F944.26  Tf�0.06 c16 0  Tw417 ( ) Tj65.5.16 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (            ( ) T65.5.16 0  TD ( ) T87..16 0  TD�0.06 c16 0  Tw414 ( ) Tj65.5.16 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (            ( ) T65.5.16 0  TD ( ) T82.9216 0  TD�0.06 c16 0  Tw2 ( ) T-6012.86 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (           ( ) T6012.86 0  TD ( ) T7844.26 0  TD�0.06 c16 0  Tw383 ( ) Tj65.5.16 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (            ( ) T65.5.16 0  TD ( ) T-453.624 -12.84  TD /F0 8.76  Tf�0.12  Tc -0.06  Tw <1D8D488BEF8AED8BEF94F59569> ) T190.8Tc -0.12  TD /F944.26  Tf�0.06 c16 0  Tw11,358 ( ) Tj51.4816 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (           ) Tj1.4816 0  TD ( ) T87..16 0  TD�0.06 c16 0  Tw11,805 ( ) Tj51.4816 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (           ) Tj1.4816 0  TD ( ) T87..16 0  TD�0.06 c16 0  Tw446 ( ) Tj51.4816 0  TD�0.12  Tc -0.06  Tw <1D <1D81A2 <1D <1D1D> ) Tj1.4816 0  T      ( ) T65.5.16 0  65.5.16 0  65.5.1684.7651.4816 0  66 0  06  Tw <1D8ED497BC895E94CD8BEF> ) TC0  Tc 0.06  Tw (           ) Tj1.483  TD /F0 8.76  Tf�0.12  Tc -0.06  Tw <1D8D488BEF8A36,369816 0  T      ( ) T65.5.16 0  65.5.16 0  65.5.1684.7651.4816 0  66 0 ��87.6 0  TD 0.06  Tc 0  Tw (36,369 ) Tj�-51.48 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (           ) Tj�51.48 0  TD ( ) Tj�96.96 0  TD 0.06  Tc 0  Tw (-) Tj�-60.84 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (             ) Tj�60.84 0  TD ( ) Tj�64.2 0  TD 0.06  Tc 0  Tw (37,180 ) Tj�-51.48 0  TD 0  Tc 0.06  Tw (           ) Tj�51.48 0  TD ( ) Tj�-439.56 -12.84  TD /F0 8.76  Tf�0.12  Tc -0.06  Tw <20208C9A90DD89BC8AA8 96,) Tj1951.48-�0.12  TD /F09.246  Tf�0.06  Tc 0  Tw 5,7440                                                   

11,999             11,071             927             4,240              
  そ の 他 7,082              6,851              231             8,811              
  貸倒引当金 2,200     △       2,786     △       585             3,070     △       
  資 産 合 計 951,466            917,072            34,394          873,074            
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中　間　損　益　計　算　書
（単位  百沫単位  百沫単位  百沫平成平成単平成単平成

単まで
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中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項 

 
1．資産の評価基準及び評価方法 

(1)有価証券 

①子会社及び関連会社株式 

移動平均法による原価法により評価している。 

②その他有価証券 

・時価のあるもの 

中間決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は移

動平均法により算定）により評価している。 

・時価のないもの 

移動平均法による原価法により評価している。 

なお、売買目的有価証券並びに満期保有目的の債券につしている。 に 、のあゆ 、債嫌i@ により評価している。 

Ｂお、のあゆ4@評価基準及

（ 評価している。 

� 手��ｷ�手��ｷ�

鰻ｨ 、

��*�（処理。売却原桶売却原価、 ｻ��
、な�ｻ��算定 。 

、のあゆ

��*�処理。 ｻ��ｻ��算定 。 

、

に 2 8評 価
。 手 � ｯ ｠� 。 

�

� 。

ｻ � � ъ 6 l ъ 5 � � ﾎ。

5 撃 ｠。 

� 債 � 。�債�債��
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（中間株主資本等変動計算書関係） 
当中間会計期間（平成18年４月１日から平成18年９月30日まで） 

 自己株式に関する事項 

株式の種類 前事業年度末 増加 減少 当中間会計期間末 

普通株式（千株） 113 64 63 113 

 

 

（有価証券関係） 

子会社株式及び関連会社株式で時価のあるもの 
 (単位 百万円) 

平成18年中間期 
(平成18年９月30日現在) 

平成17年度 
(平成18年３月31日現在) 

平成17年中間期 
(平成17年９月30日現在) 




